
 

 

 

 

2022年 9月 28日 

各 位 

株式会社北洋銀行 

株式会社ウェルアス様に対し 

「ポジティブインパクトファイナンス」を実行しました 

北洋銀行は、株式会社ウェルアス様（札幌市、代表取締役：吉岡 恵介様）に対し、「ポジティブインパク

トファイナンス」（以下、本ファイナンス）を実行しました。なお、本件は道内金融機関として初の取組です。 

本ファイナンスは、企業活動が環境・社会・経済にもたらすインパクトを包括的に分析・評価し、ネガティ

ブインパクトの緩和とポジティブインパクトの拡大について目標を設定し、その実現に向けた継続的な対話

や支援を重視することで SDGs達成に貢献していく金融手法です。当行は、国際環境計画金融イニシアチ

ブが提唱するポジティブインパクト金融原則に基づき、お客さまの事業活動が環境・社会・経済にもたらす

インパクトを分析・評価した「ポジティブインパクトファイナンス評価書」を発行し、株式会社格付投資情報 

センター様から第三者評価として「セカンドオピニオン」を取得しています。 

北洋銀行では今後も、ほくようサステナブルローン等を通じ、北海道を営業基盤とする金融機関として 

環境・社会面に前向きに取り組むお客さまを支援してまいります。 

※「ポジティブインパクトファイナンス評価書」及び「セカンドオピニオン」は別紙をご参照ください。 
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【株式会社ウェルアス様の概要】 
 

 

 

 

【本ファイナンスの概要】 

 

 

 

＜契約記念の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 在 地 札幌市東区北 12条東 11丁目 4-17 
代 表 者 吉岡 恵介様 
設 立 1992年 5月 
業 種 介護用品・医療/福祉卸売、医療用品製造 

実 行 日 2022年 9月 28日 
期 間 7年 
金 額 1億円 
資 金 使 途 運転資金 

北洋銀行グループは、2018 年 12 月「北洋 SDGs 宣言」 を表明し、地域の持続的成長

支援と社会的課題の解決に取り組んでおります。なお、SDGs に関連するプレスリリース

には、該当する SDGsのアイコンを明示しております。 

【SDGs】2015年の国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための 2030年

までの国際目標。17のゴールと 169のターゲットで構成される。 

北洋銀行グループ経営理念：お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日
あ す

をきりひらく 

 

 

左：株式会社ウェルアス 代表取締役 吉岡 恵介様 

右：北洋銀行 取締役ソリューション部長 山田 明 



 

 

【ほくようサステナブルローンの商品ラインナップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（ご参考）北洋銀行のサステナブル関連のサポートメニュー】 

 

分 類

商 品 名
グリーンローン

(GL)

ソーシャルローン

(SoL)

サステナビリティローン

(SuL)

金 額 100百万円以上 100百万円以上 100百万円以上

資 金 使 途 設備資金 設備資金 設備資金

概 要
使途をグリーンPJ

(環境や気候変動対策等)に限定

  使途を社会課題解決PJ

(教育・医療・インフラ等)に限定

使途をグリーンPJと社会課題解決PJ

の双方を含むものに限定

国 際 原 則 等 グリーンローン原則 ソーシャルローン原則 サステナビリティ・ガイドライン

評 価 機 関 株式会社格付投資情報センター 株式会社格付投資情報センター 株式会社格付投資情報センター

分 類 「企業の取組内容」評価型融資

商 品 名
ポジティブインパクトファイナンス

(PIF)

サステナビリティリンクローン

(SLL)
サステナブル経営支援ローン SDGsスタートローン

金 額 100百万円以上 50百万円以上 30百万円以上 当行の所定の審査によります

資 金 使 途 運転資金・設備資金 運転資金・設備資金 運転資金・設備資金 運転資金・設備資金

概 要
SDGsへの貢献を

金融機関が包括的に評価

野心的なESG関連目標を設定し

達成状況に応じて金利が連動

ESG関連目標を設定し

その有意義性を評価

SDGs宣言サポート利用先に対し、

金利を最大0.100％引き下げする

国 際 原 則 等 ポジティブ・インパクト金融原則 サステナビリティリンクローン原則 なし(オリジナル商品) なし(オリジナル商品)

評 価 機 関
北洋銀行　かつ

株式会社格付投資情報センター

株式会社格付投資情報センター or

株式会社北海道二十一世紀総合研究所
株式会社北海道二十一世紀総合研究所 なし

「企業の取組内容」評価型融資

「プロジェクト」評価型融資 評

価

書

付

き

融

資

”ESG・SDGs・サステナビリティに困ったら北洋銀行に相談しよう” 

と思ってもらえるパートナーを目指します 
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北洋銀行は、株式会社ウェルアス（以下、「ウェルアス」）に対してポジティブインパクトファイナンス（以下、

「PIF」）を実施するにあたって、同社の事業活動が環境・社会・経済に及ぼすインパクト（ポジティブインパクト/ネ

ガティブインパクト）を分析・評価した。 

 この分析・評価は、国際環境計画金融イニシアチブ（UNEP FI）が提唱した PIF 原則および PIF 実施ガイド

（モデル・フレームワーク）、ESG 金融ハイレベル・パネルにおいてポジティブインパクトファイナンスタスクフォースがまと

めた「インパクトファイナンスの基本的考え方」に則ったうえで、北洋銀行が独自に開発した評価体系に基づいてい

る。 
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1. 企業概要 
(1) 企業概要 

企 業 名 株式会社ウェルアス 

代 表 者 名 吉岡 恵介 

事 業 拠 点 

札幌本社：北海道札幌市東区北 12 条東 11 丁目 4-17 

東京支店：東京都港区港南 2-15-1 品川インターシティ 

従 業 員 24 名 

資 本 金 1,000 万円 

事 業 内 容 介護用品・医療/福祉、医療用品製造 

沿 革 

1992 年  5 月  札幌市東区に北海道国洋株式会社設立 

1995 年  3 月  札幌市在宅高齢者等、重度障がい者（児）紙おむつサービス 

事業入札開始 

2008 年 10 月   北海道国洋東物流センター設立 

2013 年  4 月  社屋・倉庫増築 

2016 年  9 月  現住所に新社屋・倉庫落成 

2018 年  9 月  吉岡恵介氏が代表取締役に就任 

2020 年  4 月  北海道国洋株式会社から株式会社ウェルアスに社名変更 

2020 年  4 月  東京支店開設 

2020 年 10 月   ウェルアスオリジナルブランド立ち上げ 

 

(2) 事業概要 

ウェルアスは、札幌市に本社を置く紙おむつ等の介護用品を主要取扱品目とし、その他医療・福

祉も扱う卸売業者。病院、介護・福祉施設を販売先とする他、札幌市の高齢者紙おむつサービス事

業所及び重度心身障がい者紙おむつ支給事業所にも指定される「介護用紙おむつのプロフェッショ

ナル集団」である。また、2020 年 10 月からは自社オリジナルブランドを立ち上げ、サージカルマ

スク・プラスチックグローブ・PE エプロンなどの製造業者としての一面も有している。 

ウェルアスの強みは大きく三点あり、一点目は「柔軟な対応力」。お客様を第一とする対応を徹底

し、自社の倉庫を保有しているため、緊急時にも商品を安定的に供給することができる。二点目は

「豊富な経験知識」。北海道内における紙おむつ卸売業者の先駆者として、一人ひとりの社員が豊富

な経験・知識に裏付けされた提案力を有している。メーカー任せではなく各商品の特性にも精通す

ることでお客様からの信頼に繋がっている。三点目は「多様な取引メーカーを有していること」。お

客様の多様化するニーズに対応すべく、多様な商品を取り扱いすることで最適な商品供給を可能と

している。これらの強みを有することで、紙おむつ等の介護医療品卸売において北海道内で高いシ

ェアの獲得に繋がっている。 

当社オリジナルブランドは、2020 年にコロナウイルスの影響によりマスク等の医療用品不足の

発生を受け、サージカルマスクの製造を開始。開発にあたっては素材等を自社で品質チェックを実

施し、医療現場で安心して使用できる高品質なものをリーズナブルに提供することを心掛けている。

現在では、サージカルマスク・プラスチックグローブ等を製造しており、今後も品目を増やし、メ

ーカーとしてのビジネスを拡大していくことを予定している。 
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■介護用品の取り扱いメーカー（商品） 

■ウェルアスオリジナルブランド（製品） 

①サージカルマスク 

 

 

②プラスチックグローブ 

 

【出所：ウェルアス】 
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(3) 経営理念 

 ウェルアスは、1992 年に「医療福祉の分野を通じて社会へ貢献する」という精神のもと、北

海道国洋株式会社として設立し、2020 年にウェルアス（WELLUS）へ社名を変更している。社

名の由来は WELFARE=福祉、WELL＝良い、US＝アス→明日、英語の意味の私達＝人々＝自社

に関わる皆様の意味を合わせた造語である。また、キャッチフレーズ～明日という未来～を掲げ、

福祉事業によって皆様の未来がより良いものになることを願うという想いを有している。 

また、経営理念及び経営ビジョンを以下の通り定めており、研修等において代表者が従業員に

対し説明を行うことを通じて、自社の社会的存在意義の社内浸透に努めている。 

【経営理念】 

私たちは医療福祉の分野を通じて社会へ貢献することを目的とし、お客様への感謝の気持ちを

忘れることなく、関わる全ての人が幸せになれる企業を目指します。 

 

【経営ビジョン】 

＜コーポレートメッセージ＞ 

「だからやろう、本気で！」 

私たち WELLUS は、日本の未来を導くトップリーダーとして、人々が笑顔になれる、サービ 

スの企画や開発を提供し、愛され、信頼される組織を目指します。 

【出所：ウェルアス】 

 

(4) サステナビリティ方針と活動 

① サステナビリティ方針 

ウェルアスは経営理念、経営ビジョンを基軸とし、事業を通じて地域の人々に豊かさを提供する

ためにサステナビリティ方針を策定した。激甚化する環境問題、変動する社会課題や企業の社会的

責任の重要性の高まりに対応すべく、「多様な商品の取り扱いとその安定供給」、「社会課題の解決

に向けたオリジナル製品の展開」、「働きやすい職場づくりとダイバーシティの推進」、「環境負荷の

低減」及び「SDGs 経営の実践」を重要課題とし、それに紐づく取組内容や目標・KPI を定め、事

業を通じて持続可能な社会の実現に貢献することを目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出所：ウェルアス】 
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② サステナビリティ活動 

A. 環境面での活動 

ウェルアスは自然環境への負荷低減に配慮した取り組みを行っている。紙おむつ等の介護用品

の卸売では、仕入ではエコラベル商品の調達やカーボンニュートラルへの取り組みを行う企業の

商品を積極的に取り扱いしている。出荷・物流では、物流の効率化やエコドライブの徹底により

CO2 排出量の抑制に努めている。その他、社内資料のペーパーレス化を積極的に推進している。 

サステナビリティ経営方針にて重要課題としている「環境負荷の低減」では、環境負荷低減車

両の増加、事務所への LED 照明の導入及びペーパーレス化のさらなる促進により、環境経営を志

向していくこととしている。 

 

B. 社会面での活動 

ウェルアスは社会課題の解決に向けた取り組み及びダイバーシティの推進への取り組みを行

っている。病院、介護・福祉施設に対し、適切な介護用品を販売することに加え、お客様ニーズ

に対応すべく自社オリジナル製品の開発を行い、課題解決型のメーカーとしての一面も有してい

る。また、女性社員の活躍やウェルアスの強みである「豊富な知識経験」の維持・強化をしてい

くために公正な人事評価制度の導入や資格取得の推奨等を行っている。 

サステナビリティ経営方針にて重要課題としている「社会課題の解決に向けたオリジナル製品

の展開」では、自社オリジナル製品の開発及び EC サイトの開設により売上高の増強を図ってい

く。また、「働きやすい職場づくりとダイバーシティの推進」では、女性管理職割合の維持・増加、

従業員のスキルアップ支援及び生産性向上による働き方改革の推進により、社会課題への貢献を

志向していくこととしている。 

 

C. 経済面での活動 

病院や介護の現場では、長らく布おむつが使用されてきたが、布おむつではどんなに洗濯して

も細菌を完全に除去することができず、これにより院内感染や、病院内でのにおいの原因となる

問題を抱えていた。 

ウェルアスは販売先の病院と連携し、布おむつから大人用紙おむつへの切替に着手し、現場の

衛生状況の改善に加え、現場のクリーニングの手間の削減等の従業員の労務負担軽減にも貢献し

てきた。また、布おむつを着用することで股関節の動きが制限されるという問題点もあったが、

薄い紙おむつに替えることで利用者の運動機能改善に繋がっている。さらには、利用者の快適性

向上や皮膚トラブルの予防にも繋がる等、様々なメリットのある紙おむつの普及に尽力し、現在

では医療機関や介護施設など北海道で約 500 施設へ商品を販売している。 

サステナビリティ経営方針にて重要課題としている「多様な商品の取り扱いとその安定供給 

」では、紙おむつ等の社会問題解決型商品の販売量の増加、及びその安定供給のための在庫量

の増加・BCP の強化を掲げ、これまで以上にお客様の豊かな暮らしへの支援を行っていく。 

 

D. その他 

ウェルアスは、上述のサステナビリティ活動を行ってきた成果として、札幌商工会議所が主催

する令和 3 年度の『SDGｓ経営表彰』の「ダイバーシティ部門」を受賞した。 

SDGｓ経営表彰とは、SDGｓの達成に向け積極的に取り組む企業を表彰する制度であり、受賞

企業の取組を模範事例として地域社会や経済界に発信し、SDGｓの普及・促進に繋げるとともに、

会員企業の SDGｓ達成に向けた取組みを応援することを目的としている。 

なお、SDGs 経営表彰では、ダイバーシティの推進や働きやすい職場づくりへの取り組みを表
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彰する「ダイバーシティ部門」、社会課題解決に向けた取り組みを表彰する「経営マネジメント部

門」、環境負荷低減に向けた取り組みを表彰する「環境マネジメント部門」、気候変動及びその影

響を軽減するための対策を表彰する「気候変動アクション部門」の 4 つの部門賞と、SDGs 達成

への総合的な取り組みを促進するべく上記 4 つの部門に総合的に取り組む企業を表彰する「総合

賞」が設けられている。 

 

■札幌商工会議所が主催する SDGs 経営表彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ユニセフへの寄付】            【ペットボトルキャップ・使用済み切手の回収】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域清掃活動の様子】          【社内研修の様子】 

 

 

 

【出所：札幌商工会議所】 
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2. インパクトの特定 
(1) バリューチェーン分析 

ウェルアスは紙おむつ等の介護用品を取り扱いする卸売業者としての側面と、サージカルマスク

等の衛生用品を取り扱いする製造業者としての側面を有している。 

① 卸売業者としての側面 

ウェルアスの売上構成の大半を占める卸売業では、紙おむつの他、医療・福祉機器、介護用品等

を取り扱いする。 

仕入において、大手を中心に豊富なメーカーとのパイプを有している。一部商社経由のアイテム

もあるが、直接仕入を行っている。これによりお客様のニーズに応じたアイテムの取り扱いを可能

としている。また、エコラベル商品の調達やカーボンニュートラルへの取り組みを行う企業から積

極的に仕入れする等環境への配慮を行っている。 

保管において、自社事務所に加え、専用倉庫を賃借しておりお客様のオーダーに即座に対応でき

る体制及び災害時等の緊急時対応も可能な体制を構築している。 

出荷物流において、主要営業エリアである札幌市及びその近郊エリアは自社による配送が可能で

ある。配送部を有しており、4 名体制で対応していることに加え、アイテムによっては営業担当者

が配送の役割を担うケースもある。なお、物流効率化やエコドライブの推進による環境への配慮も

実施されている。 

販売において、「柔軟な対応力」「豊富な経験知識」「多様なメーカーとの取引」を強みとして、一

人ひとりの営業担当者が優れた提案力を有している。その他消費者のアクセス向上のため HP の作

成や、女性社員を主体とした SNS の活用も積極的に行っている。加えて、病院、介護・福祉施設で

働く従業員の生産性向上にも寄与している。一例として、ウェルアスが進めてきた布おむつから紙

おむつへの切替は、現場従業員のクリーニング等の労務負担の軽減に繋がっている。 

 

■卸売業としてのバリューチェーン 

② 製造業者としての側面 

2020 年から開始した製造業では、サージカルマスクやプラスチックグローブを中心に販売量が

増加している。現時点では売上高に占める割合は限定的ながらも、今後は取扱アイテムも増加させ

自社製品の売上高を増加させていく方針にある。 

卸売業を通じて築いてきた営業基盤を活用し、多様なお客様ニーズに応えるための製品づくりを

行っており、JIS 規格や食品衛生法等への適合等、高品質のものづくりを志向している。また、手

ごろな価格を実現するために製造を委託しており、一部は取引先の中国工場で製造を行っている。 

 

■製造業としてのバリューチェーン 

仕入 製造 保管 出荷物流 販売

仕入 保管 出荷物流 販売
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(2) インパクトレーダーによるマッピング 

バリューチェーン分析に基づき特定したインパクトを整理することに加え、UNEP FI が提供する

インパクトレーダーによるマッピングを行う。 

バリューチェーンにおける事業を国際標準産業分類にて、川上の事業を「その他紙及び板紙製品製

造（1709）」、当社の事業を「その他の家庭用品卸売（4649）」及び「その他紙及び板紙製品製造（1709）」、

川下の事業を「病院事業（8610）」「居住介護施設（8710）」及び「高齢者/障害者用居住ケアサービ

ス（8730）」と特定した。 

下図によりマッピング内容を可視化した。インパクトカテゴリのうち、黄色塗りされた箇所はバリ

ューチェーン分析により特定されたカテゴリである。また、各事業において想定されるポジティブイ

ンパクト（PI）及びネガティブインパクト（NI）をインパクトレーダーから抽出している。 

① 川上の事業 

仕入先の製造業者の取り組みに対しウェルアスが関与できる点は限定的であるが、エコラベル商

品の調達や CN 取組企業商品の積極仕入による「大気」「気候」への NI の抑制の影響が考えられる。 

 

② 当社の事業 

卸売では、介護用品の取り扱いにより地域の「健康・衛生」への PI の促進、女性活躍や従業員の

ウェルビーイングへの取り組みなどのダイバーシティの推進により「雇用」への PI の促進、物流効

率化やエコドライブによる「大気」「気候」への NI の抑制の影響が考えられる。 

製造では、上記卸売で言及した点に加え、地域の医療・介護業界に対し、環境配慮型素材の開発及

び社会課題解決型製品の展開により「包括的で健全な経済」への PI の促進の影響が考えられる。 

バリューチェーン区分 川上の事業 当社の事業 川下の事業

国際標準産業分類

（業種）

その他の紙及び

板紙製品製造

その他の

家庭用品卸売

その他の紙及び

板紙製品製造
病院事業 居住介護施設

高齢者/障害者用

居住ケアサ-ビス

【コード】 【1709】 【4649】 【1709】 【8610】 【8710】 【8730】

インパクト区分 PI NI PI NI PI NI PI NI PI NI PI NI

水

食糧

住居 ● ●

健康・衛生 ● ●● ● ● ● ●

教育 ● ●

雇用 ● ● ● ● ● ● ●● ● ●● ● ●● ●

エネルギー

移動手段

情報

文化・伝統

人格と人の安全保障 ● ● ● ●

正義

強固な制度・平和・安定

水（質） ●● ● ●●

大気 ● ● ●

土壌

生物多様性と生態系サービス ●

資源効率・安全性 ● ●

気候 ● ● ● ●

廃棄物 ●● ● ●● ● ● ●

包括的で健全な経済 ● ● ●

経済収束

PI：ポジティブインパクト、NI：ネガティブインパクト

●●：主要なカテゴリ、●：関連のあるカテゴリ
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③ 川下の事業 

ウェルアスは病院事業・居住介護施設・高齢者/障害者用居住ケアサービスに対し、衛生面の改善

や商品利用者の運動機能改善を目的に布おむつから大人用紙おむつへの切替を促しており「健康・衛

生」「人格と人の安全保障」への PI の促進及び NI 抑制効果がある。 

また、主に医療現場で求められていたサージカルマスク、プラスチックグローブや PE エプロン等

を自社オリジナルブランドで提供することでそこで働く従業員の生産性の向上等、労働環境改善に

も寄与しており「雇用」への PI の促進が考えられる。 

 

(3) インパクトニーズの確認 

① インパクトカテゴリとSDGs及びサステナビリティ経営方針との関連性 

下図によりインパクトカテゴリと SDGs の関連性を以下の通り可視化した。バリューチェーン分

析とインパクトレーダーによるマッピングを通じ、取組内容を網羅的に整理している。 

ウェルアスが掲げるサステナビリティ経営方針では、以下五点を当社の重要課題としている。これ

らは経営理念/経営ビジョンと SDGs の関連性及び外部環境等の考慮し、バリューチェーン分析を経

て策定したものであり、そのうち環境的側面及び社会面側面への影響を鑑み、A～D をウェルアスの

インパクトとして特定する。 

■ウェルアスの重要課題 

A. 多様な商品の取り扱いとその安定供給：インパクトとして特定 

B. 社会課題の解決に向けたオリジナル製品の展開：インパクトとして特定 

C. 働きやすい職場づくりとダイバーシティの推進：インパクトとして特定 

D. 環境負荷の低減：インパクトとして特定 

E. SDGs 経営の実践：インパクトとして特定しない 

 

■ウェルアスのインパクト 

A.多様な商品の取り扱いとその安定供給 

B.社会課題の解決に向けたオリジナル製品の展開 

 A は卸売業者としてのインパクト、B は製造業者としてのインパクトである。災害時も含め紙お
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むつ等の介護用品の安定供給を行うこと、および医療・介護現場のニーズに対応する製品の開発し、

展開していくことで地域・社会貢献を目指していく。 

 

C.働きやすい職場づくりとダイバーシティの推進 

 ウェルアスの事業場の強みである「豊富な経験知識」に裏付けされた従業員の提案力を維持、向

上していくためにスキルアップへの支援を充実させていく。加えて、女性管理職割合の維持・増加

や生産性向上による働き方改革の推進を図っていく。 

 

D.環境負荷の低減 

自社営業車両の低燃費化、事務所の LED 化及びペーパーレス化により環境経営を志向していく。 

 

■特定したインパクトと SDGs の関連性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 日本におけるインパクトニーズ 

  下図は、「SDGs インデックス＆ダッシュボード 2022」を参照したものであり、SDGs の 17 の目

標別に日本の達成度を表している。「緑は目標達成」、「黄は課題が残っている」、「橙は重要な課題が

残っている」、「赤は主要な課題が残っている」としている。 

  ウェアルアスのインパクトに対する SDGs のゴールは「3,4,5,7,8,9,10,11,12,13,15」であり、

日本のインパクトニーズに概ね整合していると判断できる。とりわけ「3,5,7,8,10,11,12,13,15」

は課題が残っているものであり、特定されたインパクトは有意義であると判断できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出所：SDSN】 
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③ 北海道におけるインパクトニーズ 

ウェルアスが事業を行う北海道は、「北海道 SDGs 未来都市計画」を策定しており、SDGs のゴール

とそれに紐づく KPI を設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出所：北海道「北海道 SDGs 未来都市計画(2021～2023)」】 

出典：北海道「北海道 SDGs 未来都市計画(2021～2023)」 

出典：北海道「北海道 SDGs 未来都市計画(2021～2023)」 

出典：北海道「北海道 SDGs 未来都市計画(2021～2023)」 
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】 

北海道未来都市計画において、「2030 年のあるべき姿」の実現に向けた、特に優先的に取り組むべ

き課題が共有されている。加えて北海道総合政策部計画局推進課による「北海道SDGs推進ビジョン」

においても北海道の課題が整理されている。今回特定したインパクトに対する SDGs のゴールは、こ

れらとも整合的であり、北海道においても重要度が高いものと判断できる。 

【出所：北海道「北海道 SDGs 未来都市計画(2021～2023)」】 

 

 

【出所：北海道総合政策部計画局推進課「北海道 SDGs 推進ビジョン」】 
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(4) 当行が認識する社会課題との整合性 

北洋銀行グループは、「お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日をき

りひらく」という経営理念と行動規範に基づく企業活動を通じて、全てのステークホルダーと地域

社会・環境の持続的発展に貢献するとともに、当行グループの中長期的な企業価値の向上と持続的

経営の実現に努めることをサステナビリティ方針として掲げている。 

本評価書で特定したウェルアスのインパクトは、北洋銀行のサステナビリティ方針と全体的に整

合的である。とりわけ、ESG 取組方針の「２．社会貢献方針」及び SDGs に係る重点テーマの「３．

医療福祉」「５．ダイバーシティ」と整合している。 

 

【出所：北洋銀行「統合報告書 2022」】 

 

 

 

 

 

【出所：北洋銀行ホームページ】 
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3. インパクトの評価 
特定されたインパクトに対し、インパクトの種類（ポジティブインパクトの創出可能性、ネガティ

ブインパクトの緩和・管理）、インパクトカテゴリ、関連する SDGs、内容・対応方針及び目標と KPI

を整理する。 

A. 多様な商品の取り扱いとその安定供給 

 

B. 社会課題の解決に向けたオリジナル製品の展開 

 

C. 働きやすい職場づくりとダイバーシティの推進 

インパクトの種類 
社会的側面においてポジティブインパクトを増大 

環境的側面においてネガティブインパクトを緩和 

インパクトカテゴリ 
「健康・衛生」「包括的で健全な経済」「人格と人の安全保障」 

「大気」「気候」 

関 連 す る S D G s 

 

 

 

 

内 容 ・ 対 応 方 針 

① 社会問題解決型商品の販売量の増加 

② 安定供給体制構築のための在庫量の増加 

③ BCP の強化 

目 標 と K P I 

① 2030 年度までに 35 億円まで増加させる（2021 年度：18 億円） 

② 売上規模に応じた倉庫のキャパシティを確保する 

③ 2030 年度までに事業継続力強化計画を策定する 

インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトを増大 

インパクトカテゴリ 「健康・衛生」「包括的で健全な経済」「人格と人の安全保障」 

関 連 す る S D G s 

 

 

 

内 容 ・ 対 応 方 針 

① 自社オリジナルブランド製品の取扱量の増加 

② 新製品の開発 

③ EC サイトの開設 

目 標 と K P I 

① 2030 年度までに売上高に占める割合を 20％まで増加させる 

（2021 年度：5％） 

② 2030 年度までにアイテム数を 15 個に増加させる 

（2021 年度：2 個） 

③ 2022 年度までに EC サイトを開設する 

インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトを増大 

インパクトカテゴリ 「雇用」 

関 連 す る S D G s 

 

 

 

内 容 ・ 対 応 方 針 ① 従業員のスキルアップ支援 
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D. 環境負荷の低減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 女性管理職割合の維持・増加 

③ 生産性向上による働き方改革の推進 

目 標 と K P I 

① 2024 年度までに研修メニューを充実させ 1 ヶ月に 1 回研修時間を設ける 

② 2025 年度までに女性管理職を 30％にする（2021 年度：28％） 

③ 2025 年度までに年次有給休暇取得率を向上させる 

2025 年度までに月間平均残業時間を削減する 

インパクトの種類 環境的側面においてネガティブインパクトを緩和 

インパクトカテゴリ 「大気」「気候」 

関 連 す る S D G s 

 

 

 

 

内 容 ・ 対 応 方 針 
① CO2 の削減 

② ペーパーレスの促進 

目 標 と K P I 

① 2030 年度までに再生可能エネルギー由来の電力の使用比率を向上させる 

2030 年度までにエコ車両を 15 台に増加させる（2021 年度：5 台） 

2023 年度までに事務所の照明を全て LED 化する 

② 2030 年度までに紙の使用量を削減する 

（新システム本格稼働以降、用紙発注数量を削減していく） 
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４．インパクトのモニタリング 
ウェルアスは、代表取締役を最高責任者とし事務部及び営業部にて自社業務の棚卸を行い、インパ

クトの特定、取組内容・対応方針や目標・KPI を設定した。 

本件で設定した目標・KPI の進捗状況については、ウェルアスと北洋銀行営業店及びソリューショ

ン部が少なくとも年に 1 回は定期的に情報共有を行い、北洋銀行がその達成状況や課題をモニタリン

グするとともに、必要に応じて課題解決に向けた提案を行う。 

 
５．情報開示 

モニタリング関連の情報開示は、北洋銀行が定める「コミュニケーションサポートシート」もしく

はその内容に準拠するものを活用し、ウェルアスのホームページにて行うこととする。 

 

     以 上 
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留意事項 

１． 本評価書の内容は、北洋銀行が現時点で入手可能な公開情報に加え、ウェルアスから提供された情報

や同社への事業に関するヒアリングを通じて収集した情報に基づいて、現時点での状況を評価したもので

あり、将来における実現可能性、ポジティブ要素の成果及びネガティブ要素の抑制等を保証するものでは

ありません。 

２． 北洋銀行が本評価を作成するために活用した情報は、北洋銀行がその裁量により信頼できると判断した

ものではあるものの、これらの情報の正確性等について独自に検証しているわけではありません。北洋銀行

は、これらの情報の正確性、適時性、網羅性、完全性及び特定目的への適合性その他一切の事項につ

いて、明示・黙示を問わず、何ら表明または保証するものではありません。 

３． 本評価書に関する一切の権利は北洋銀行に帰属します。評価書の全部または一部を自己使用の目的

を超えての使用（複製、改変、翻案等を含む）は禁止されています。 
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株式会社ウェルアス 
ポジティブインパクトファイナンス 
 

2022年 9月 28日 

 

ESG評価本部 

担当アナリスト：西元 純 

 
格付投資情報センター（R&I）は北洋銀行がウェルアスに対して実施したポジティブインパクトファイナ

ンスについて国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（PIF
原則）に適合していることを確認した。 

R&I は別途、北洋銀行のポジティブインパクトファイナンス実施体制が PIF 原則に適合していることを確
認している1。今回のファイナンスに関して北洋銀行の調査資料の閲覧と担当者への質問を実施し、実施体系
の業務プロセスが PIF 原則に準拠して適用されていることを確認した。 

北洋銀行が実施するインパクトファイナンスの概要は以下のとおり。 
 

(1) 融資先 

社名 株式会社ウェルアス 
所在地 札幌市 
設立 1992 年 5 月 
資本金 1000 万円 
事業内容 介護用品・医療/福祉卸売、医療用品製造 
従業員数 24 名（2022 年 8 月現在） 

紙おむつ等の介護用品を中心に取り扱う卸売業者。病院、介護・福祉施設を販売先とするほか、札幌市
の高齢者紙おむつサービス事業所及び重度心身障がい者紙おむつ支給事業所にも指定される「介護用紙お
むつのプロフェッショナル集団」である。サージカルマスクやプラスチックグローブ等の自社オリジナル
ブランドを手掛ける製造業者としての一面も有する。緊急時にも商品を安定供給する「柔軟な対応力」、道
内における紙おむつ卸業者の先駆者としての「豊富な経験知識」、様々なニーズに応える「多様なメーカー
との取引」を強みとし、介護用品卸売において北海道内で高いシェアを獲得している。事業活動を支える
職場づくりという点では多様な人材の活躍を後押しする体制整備を進めている。このほか、エコラベル商
品の調達やカーボンニュートラルへ取り組む企業からの積極的な仕入れ等環境への配慮も行っている。 

 

(2) インパクトの特定 
北洋銀行は融資先の事業内容や活動地域等についてヒアリングを行い、バリューチェーンの各段階にお

いて発現するインパクトを分析した。 

融資先の主要事業である卸売業と強化している製造業に関連するインパクトを UNEP FI が提供するイ
ンパクトマッピングのデータから洗い出した。卸売業に関しては介護用品の取り扱いに通じた地域の「健
康・衛生」への貢献のほか、働きやすい職場づくりとダイバーシティの推進による「雇用」へのポジティ
ブな影響が挙げられる。環境への配慮という点では、物流の効率化やエコドライブが「大気」「気候」にお
けるネガティブな影響の抑制につながっている。製造業については卸売業でのインパクトに加え、地域の 

                              
1 2022 年 9 月 28 日付セカンドオピニオン「北洋銀行 ポジティブインパクトファイナンス実施体制」 
https://www.r-i.co.jp/rating/esg/sustainabilityfinance/index.html  
 

https://www.r-i.co.jp/rating/esg/sustainabilityfinance/index.html
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医療・介護業界に対する環境配慮型素材の開発及び社会課題解決型製品の展開が「包括的で健全な経済」
へのポジティブなインパクトを促進している。川上事業との関係では仕入れにおけるエコラベル商品やカ
ーボンニュートラル取組企業からの調達が「大気」「気候」へのネガティブな影響を抑制している。川下事
業との関係では病院や介護施設等に対し、衛生面の改善や商品利用者の運動機能改善を目的に促進してい
る布おむつから大人用紙おむつへの切替が「健康・衛生」「人格と人の安全保障」という点でポジティブな
インパクトをもたらす。また、医療現場でニーズが高い商品について自社オリジナルブランドで提供する
ことで、施設で働く従業員の生産性の向上や労働環境改善にも寄与しており「雇用」の面で貢献している。 

北洋銀行は特定したインパクトカテゴリを SDGs に対応させてインパクトニーズを確認した。融資先は
国内での事業活動が中心であるため、持続可能な開発ソリューションネットワーク（SDSN）が提供する
日本の SDG ダッシュボードを参照し、特定したインパクトが日本の抱える課題に対応していることを確
認した。融資先の事業活動の中心は北海道であることから「北海道 SDGs 未来都市計画」や「北海道 SDGs
推進ビジョン」も参照し、地域課題と特定したインパクトに係る SDGs が合致していることを確認した。 

北洋銀行はポジティブインパクトの拡大を目指す領域のテーマに「多様な商品の取り扱いとその安定供
給」「社会課題の解決に向けたオリジナル製品の展開」「働きやすい職場づくりとダイバーシティの推進」、
ネガティブインパクトの緩和を目指す領域のテーマに「環境負荷の低減」を特定した。3 つのポジティブ
インパクトはいずれも SDGs 達成に寄与する取り組みとして追加性があると判断した。これらのポジティ
ブインパクトは北洋銀行のサステナビリティ方針と全体的に整合し、特に ESG 取組方針の「社会貢献方
針」、SDGs に係る重点取組テーマの「医療福祉」「ダイバーシティ」と方向性が一致することを確認した。 

 

(3) インパクトの評価 
北洋銀行は特定したインパクトの実現を測定できるようインパクトの内容を整理して KPI を設定した。 
 
① 多様な商品の取り扱いとその安定供給 

インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトを増大 
環境的側面においてネガティブインパクトを緩和 

インパクトカテゴリ 「健康・衛生」「包括的で健全な経済」「人格と人の安全保障」「大気」「気候」 
関連する SDGs    

内容・対応方針 1 社会問題解決型商品の販売量の増加 

2 安定供給体制構築のための在庫量の増加 

3 BCP の強化 

目標と KPI 1 2030 年度までに 35 億円まで増加させる（2021 年度：18 億円） 

2 売上規模に応じた倉庫のキャパシティを確保する 

3 2030 年度までに事業継続力強化計画を策定する 

 

② 社会課題の解決に向けたオリジナル製品の展開 
インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトを増大 
インパクトカテゴリ 「健康・衛生」「包括的で健全な経済」「人格と人の安全保障」 
関連する SDGs   

 
 

内容・対応方針 1 自社オリジナルブランド製品の取扱量の増加 
2 新製品の開発 
3 EC サイトの開設 

目標と KPI 1 2030 年度までに売上高に占める割合を 20％まで増加させる（2021 年度：5％） 

2 2030 年度までにオリジナルブランドのアイテム数を 15 個に増加させる（2021
年度：2 個） 

3 2022 年度までに EC サイトを開設する 
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③ 働きやすい職場づくりとダイバーシティの推進 
インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトを増大 
インパクトカテゴリ 「雇用」 
関連する SDGs   

 

 
内容・対応方針 1 従業員のスキルアップ支援 

2 女性管理職割合の維持・増加 
3 生産性向上による働き方改革の推進 

目標と KPI 1 2024 年度までに研修メニューを充実させ 1 ヶ月に 1 回研修時間を設ける 

2 2025 年度までに女性管理職を 30％にする（2021 年度：28％） 

3 2025 年度までに年次有給休暇取得率を向上させる 
2025 年度までに月間平均残業時間を削減する 

 

④ 環境負荷の低減 
インパクトの種類 環境的側面においてネガティブインパクトを緩和 
インパクトカテゴリ 「大気」「気候」 
関連する SDGs  

 
 

内容・対応方針 1 CO2 の削減 
2 ペーパーレスの促進 

目標と KPI 1 2025 年度までに再生可能エネルギー由来の電力の使用比率を向上させる 

2030 年度までにエコ車両を 15 台に増加させる（2021 年度：5 台） 

2023 年度までに事務所の照明を全て LED 化する 

2 2030 年度までに紙の使用量を削減する 
（新システム本稼働以降、用紙発注数量を削減していく） 

 

(4) モニタリング 
北洋銀行は融資先の担当者との会合を少なくとも年に 1 回実施し、本 PIF で設定した KPI の進捗状況

について共有する。日々の営業活動を通じた情報交換も行い融資先のインパクト実現に向けた支援を実施
する。 

以 上  
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【留意事項】 

 セカンドオピニオンは、信用格付業ではなく、金融商品取引業等に関する内閣府令第２９９条第１項第２８号に規定される関連業務（信用格付業以

外の業務であって、信用格付行為に関連する業務)です。当該業務に関しては、信用格付行為に不当な影響を及ぼさないための措置と、信用格付と誤認

されることを防止するための措置が法令上要請されています。 

 セカンドオピニオンは、企業等が環境保全および社会貢献等を目的とする資金調達のために策定するフレームワークについての公的機関または民間

団体等が策定する当該資金調達に関連する原則等との評価時点における適合性に対する R&I の意見です。R&I はセカンドオピニオンによって、適合性

以外の事柄（債券発行がフレームワークに従っていること、資金調達の目的となるプロジェクトの実施状況等を含みます）について、何ら意見を表明

するものではありません。また、セカンドオピニオンは資金調達の目的となるプロジェクトを実施することによる成果等を証明するものではなく、成

果等について責任を負うものではありません。セカンドオピニオンは、いかなる意味においても、現在・過去・将来の事実の表明ではなく、またその

ように解されてはならないものであるとともに、投資判断や財務に関する助言を構成するものでも、特定の証券の取得、売却又は保有等を推奨するも

のでもありません。セカンドオピニオンは、特定の投資家のために投資の適切性について述べるものでもありません。R&I はセカンドオピニオンを行

うに際し、各投資家において、取得、売却又は保有等の対象となる各証券について自ら調査し、これを評価していただくことを前提としております。

投資判断は、各投資家の自己責任の下に行われなければなりません。 

 R&I がセカンドオピニオンを行うに際して用いた情報は、R&I がその裁量により信頼できると判断したものではあるものの、R&I は、これらの情報の

正確性等について独自に検証しているわけではありません。R&I は、これらの情報の正確性、適時性、網羅性、完全性、商品性、及び特定目的への適合

性その他一切の事項について、明示・黙示を問わず、何ら表明又は保証をするものではありません。 

 R&I は、R&I がセカンドオピニオンを行うに際して用いた情報、セカンドオピニオンの意見の誤り、脱漏、不適切性若しくは不十分性、又はこれらの

情報やセカンドオピニオンの使用に起因又は関連して発生する全ての損害、損失又は費用（損害の性質如何を問わず、直接損害、間接損害、通常損害、

特別損害、結果損害、補填損害、付随損害、逸失利益、非金銭的損害その他一切の損害を含むとともに、弁護士その他の専門家の費用を含むものとし

ます）について、債務不履行、不法行為又は不当利得その他請求原因の如何や R&I の帰責性を問わず、いかなる者に対しても何ら義務又は責任を負わ

ないものとします。セカンドオピニオンに関する一切の権利・利益（特許権、著作権その他の知的財産権及びノウハウを含みます）は、R&I に帰属しま

す。R&I の事前の書面による許諾無く、評価方法の全部又は一部を自己使用の目的を超えて使用（複製、改変、送信、頒布、譲渡、貸与、翻訳及び翻案

等を含みます）し、又は使用する目的で保管することは禁止されています。 

 セカンドオピニオンは、原則として発行体から対価を受領して実施したものです。 

 

【専門性・第三者性】 

R&I は 2016 年に R&I グリーンボンドアセスメント業務を開始して以来、多数の評価実績から得られた知見を蓄積しています。2017 年から ICMA（国

際資本市場協会）に事務局を置くグリーンボンド原則／ソーシャルボンド原則にオブザーバーとして加入しています。2018 年から環境省のグリーンボ

ンド等の発行促進体制整備支援事業の発行支援者（外部レビュー部門）に登録しています。 

R&I の評価方法、評価実績等については R&I のウェブサイト（https://www.r-i.co.jp/rating/esg/index.html）に記載しています。 

R&I と資金調達者との間に利益相反が生じると考えられる資本関係及び人的関係はありません。 

 


